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持ちを土台に， ［ひどし、I」 「ゆるせない」と他人事としてではなくかかわらせてゆき， 自由解
放・祖国帰遠という奴隷たちの［ねがい」をつかませてゆく。そして反乱をおこすことの困難さ
に気付かせることによって，授業の中でfどもの［だいじょうぶかなあ」， ［どうやるのか」，





























リーをとらえたことにな る」と述べて いる。そ してこの実践0)終了段階で鈴木氏は， 「そのうち












のを一般には惑じられなくなってい る。 •••••••• •その時の子どもの生活にと って切実な問題を解決
する方向で行っていくといういわば古典的な形は，次第に取 りにくくなってきているのではない
1) 












































































へ」と評価されてきた［久慈の漁業」などの， 197 0年代の鈴木氏の実践とどのよ うな連関をも
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